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年 月に入射エネルギー のままのビー
ム同士での衝突に成功した後， の加速器は順調に
性能を伸ばしてきました。 年 月末からは重心系エ
ネルギー での本格的な実験が始まり，次々と既知
の粒子の再発見が進みました。 年終了時には既に
トップクォークや ボソンのサンプル数は
を凌駕しています。実験の進行状況をこれまでにも折々
に紹介してきました 。
そして，ついに 年 月 日の セミナーに

おいて， ， 両実験は，質量 付近に
ヒッグス粒子に似た新粒子を発見したと報告しました。

実験は，既知の知識の確認から，新しいものの研
究のステップに移行したといえます。

年 月までに収集したデータをもとにヒッグス粒
子の探索を進めた結果を発表しました。 および
に崩壊するモードでの不変質量分布に 付近に
構造があらわれ， 崩壊モードでもバックグランド
のみの場合よりデータが多めに出ています。これらはす
べてこの新粒子が長年探してきたヒッグス粒子である条
件を満たしています。

は 年末まで重心系エネルギー で運転
を続け，両実験は今後も結果を順次発表していきます。
今回発見された新粒子が標準理論の予言するままのヒッ
グス粒子なのか，それとも何かほかの性質を持っている
のかをはっきりさせていくことになります。これらの結
果をできるだけすぐに俯瞰的に紹介することは，今後の
素粒子物理の方向を探る上でも重要であり，本号よりシ
リーズ記事で連載することにしました。今回は， 月に発
表した内容のハイライトを各テーマに関連した
研究者に説明してもらいます。 実験の解析を中
心にしますが， の状況も適宜加えていきます。
次号では や など他のモードでの探索の記事

などを予定していますが，解析の進展や新たな発見によ

り変わってくるかも知れません。また，他の新粒子探索，
トップクォークや ボソンなどの精密測定の記事を
今後とも紹介していく予定です。
それでは からの幅広い物理の成果をお楽しみく

ださい。

図 月 日の セミナーでの風景。
実験 の 氏と
氏。後ろには左から，元 所長の

氏，元
の 氏， 機構の

氏，元 所長の
氏の姿が見える。
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